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運動場面における足の一側優位性について （第2報）
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I。はじめに

　対をなす器官である手足の場合，片側で出来る動作で

は，好んで使用する側がだいたい決まっている。

　手については，右手利きの人が90％以上を占めている？

そして，手による動作は，本来の利き手によってなされ

る動作一矯正されがちな動作などに分類される6）が，利き

手を判断するのにはボールを投げる動作を取り上げて利

き手とみなすのが一般的である2）。

　足の場合は，動作によって使用足が一定しないことや，

右の者と左の者がほぼ半々になる動作が多いことなどか

ら，利き足の判定に用いる動作が定まっていない。

　ところで，木村掌）は「右手利きの者では，一般に，諸

運動・動作で，左足は力的役割を，右足は機能性を果す」

ように働き，「左足は支持脚，右足は機能脚と表現できよ

う。」とし，従来利き足の判別法として採用されていたボー

ルを蹴る足を機能脚としての利き足を知るためのものと

とらえている。麓1）は，質問紙法により，ボーノレを蹴る足

を機能的利き足と定義し，走り幅跳びと走り高跳びで踏

切る足が同じ者について，その足を力発揮の利き足と定

義することを提案している。

　著者らは第1報5）において，運動場面で好んで使用する

足と反対側足の機能面での比較を行い，ボーノレを蹴る足

は脚筋カとステッピングに優れる，走り幅跳びの踏切足

は垂直跳ひ。ケンケン走・2段跳に優れる，走り高跳ひ

の踏切足は2段跳に優れる，平衡機能の指標として閉眼

片足立を用いたがいずれの運動場面でも有意差がみられ

ない，という結果を得た。すなわち，ボーノレを蹴る足は

等尺性最大筋力と敏捷性に優れ，踏切足はジャンプ的な

瞬発力に優れる傾向がみられた。

　木村等や麓の，動作時における使用足のとらえ方と著

者らの第1報を対照してみる。

　木村等は利き手と同側足を機能脚と表現し，麓はボー

ノレを蹴る足を機能的利き足と定義している。利き手とボー

ノレを蹴る足は95％以上の者で一致するという報告もあり

3）6），ほぼ同一の意味合いを持つとも考えられるが，木村

は利き手との関連で下肢の一側優位性現象をとらえてい

るところに特徴がある。第1報では利き手に関する調査

を行っていないので，今回は利き手（ボールを投げる手）

の項目を含める。そして，「機能脚」や「機能的利き足」

を，行動体力のうち特に調整カ面に優れる足ととらえる

と，ボールを蹴る足と反対足の比較において，敏捷性の

みでなく，片足で身体の平衡を保つ能力を調べるテスト

結果にも差が見られることが推測される。第1報で平衡

機能の指標として用いた閉眼片足立では，個人のバラツ

キが大きく保持時間の平均値比較が出来なかった。そこ

で，人数の比較を行ったが，優劣の判定が出来ずequa1と

した者が半数以上となった，そのため有意差が認められ

なかったとも考えられる。今回は足圧中心動揺の軌跡長

を調べることにより，平衡機能の比較を行い，動作にお

いて果たす役割について検討する。

　木村等は利き手の反対側を力的役割を果たす支持脚と

表現し，麓は走り幅跳びと走り高跳びの踏み切りが一致

した足を力発揮の利き足と定義している。第1報におい

て，走り幅跳びと走り高跳びの踏切足は，ジャンプ的瞬

発力に優れる傾向はみられるが，静的筋収縮による等尺

性最大筋力には有意差が見られていない。また，支持脚

（利き手の反対側足）についての検討は行っていない。

今回は運動場面と筋力発揮の関連について検討を行う。
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II。研究方法

　1．被験者

　本研究の被験者は，18～23才の健康な運動部所属大学

生，男子80名，女子32名であった。

　2．調査およひ測定期問

　調査および測定は，1989年10月29日から1990年2月20

日の問に行い，各被験者に対して全項目を同日に実施し

た。

　3．調査および測定項目

　調査用紙により，ボールを投げる手。ボールを蹴りや

すい足。走り幅跳びの踏切足。走り高跳びの踏切足につ

いて，左・右・不明のいずれであるかを調べた。

　また，足圧中心動揺と脚伸展力の測定を実施した。

　4．測定方法

　1）足圧中心動揺（重心動揺）

　重心動揺の測定には，竹井機器工業製の安定型平衡機

能測定器を用いた。被験者は片足を支持足として，片足

直立姿勢を保つ。他方の足は，膝関節を軽く屈曲して支

持足に添える。測定台の上には素足もしくは薄い靴下で

立ち，眼と同じ高さで目1J方1mの位置にある印を任視する。

上述の状態で被験者の姿勢が安定した後，左右それぞれ

の足で30秒問，足圧中心動揺の軌跡長を0．1cm単位で測定

した。

　2）脚伸展力

　測定は，竹井機器工業製の多用途筋カ測定装置を用い

て、椅座位で膝角度を直角にレ，上体が動かないように

3点式ベルトで固定して，左右それぞれ1回実施した。

計測は，テジタノレカ量計（竹井機器工業製）を下腿と垂

直になるように水平に保ち，1㎏単位で行った。

皿。結　　果

　1．アンケート調査について

　ボールを投げる手は全員が右であった。

　3つの運動場面でのpreferred　footについて，左右同数

を帰無仮説に，不明という回答をはずして有思差検定を

行ったところ，ボーノレを蹴る足は右を，走り幅跳びの踏

切足と走り高跳びの踏切足は左を使用する者が，男女共，

有意に多かった。（表1参照）

　走り高跳びの踏切足と走り幅跳びの踏切足が一致する

者は，男76名中（踏切足不明の回答者は除外）58名（763％），

女32名中26名（81．3％）であった。一致者の内，男74．1％：

女88．5％が左足踏切である。（表2参照）
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　2．脚伸展力と重心動揺について

　ボールを投げる側と反対側の比較では，男女共，脚伸

展力で投げる側，重心動揺で反対側が優れていた。平均

値の差の検定をpaired　t　testで行ったところ、男女の脚

伸展力と女の重心動揺に有意差が認められた。（表3参照）

　運動時に使用する足別に平均値を比較すると，脚伸展

力では，男女共，ボーノレを蹴る足で使用足が優れ，走り

高跳びの踏切足・走り幅跳びの踏切足・走高跳と走幅跳

の踏切が一致した足において非使用足が優れていた。重

31

心動揺では，男女共，ボールを蹴る足で非使用足が優れ，

走り高跳びの踏切足・走高跳と走幅跳の踏切が一致した

足において使用足が優れていた。走り幅跳びの踏切足は，

男は非使用足，女は便用足が優れていた。

　平均値の差の検定（paired　t　test）によると，ボール

を蹴る足と非使用足の比較において，脚伸展力では男女

共使用足が，重心動揺では女の非便用足が有意に優れる

結果であった。他の比較では有意差は認められなかった。

（表4参照）
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W．考　　察

　木村等や麓のいう，機能脚とか機能的利き足の「機能」

は「操作する能力」という意味合いで使われている。

「操作する」という行為は随意的要素の強い運勲となる。

我々は足の使用側を経験的に選択しているのであるが，

その足を操作に用いるのは巧みな動作が可能であり，優

れたスキルが期待できるためである。大築ηによると，ス

キルには外界の状況の把握能力，動きの素早さ，動きの

正確さ，これらの持続性の4つの能力が必要とされる。

このうち，外界の状況の把握能力は，動作全体に係わる

ことであり，一側優位性に関与しない要素と思われる。

また，繰り返し高水準のパフォーマンスを達成する能力

を意味する持続性は，射撃や弓などのように何回も動作

を要求される運動場面で必要とされる要素であり，操作

そのものとはかかわりない。足で操作する場合の一側優

位性にかかわるのは動きの素早さと正確さの要素である

と考えられる。

　著者らは第1報において，ボーノレ蹴りの足がステッピ

ングに優れるという結果を得ている。木村等は，足関節

の音刺激に対する反応時問に利き手と同側の優位性がみ

られることを報告している。これらのことから，操作に

用いる足は，動きの素早さに優れる傾向にあるといえる。

　今回の実験結果において，重心動揺の安定性は，操作

に用いる足よりも反対側足の方が優れる傾向がみられる。

身体各部分が協同して働いた結果としてのパフォーマン

スを考えると，反射的な筋収縮調整により静止直立姿勢

のバランスを保つ能力に優れる側は，操作足がここと思

う位置に正確に動くための安定性確保の役割を果たして

いるように思える。例えば，ボーノレを蹴ることについて

見てみると，支持足で安定を保ち，反対足で目的にかなっ

た微細なボールコントロール動作を行うという役割分担

を果たしていると考えられる。

　脚伸展力は操作に用いる足が有意に優れている。ボー

ルを蹴るということに限定してみると，最大筋カが大き

ければ強いキックカを生むことができ，反対側足で行う

よりは飛距離が期待できる。しかし，木村等のいう「カ

的役割を果たす支持脚」が脚伸展力に劣る，と考えると

矛盾しているようにも思える。木村等も，膝関節屈・伸

カについて，利き手と同側の一側優位性を認めている。

また，麓によりカ発揮の利き足と定義されている「走り

高跳びと走り幅跳びで踏み切りの一致した足」や，走り

高跳びと走り幅跳びの踏み切り足において，使用足と非

使用足の問に有意差は見られない。むしろ，平均値の比

較では非使用足の脚伸展力が大きい。

　木村等は，右手利き群に対するアンケート調査より，『「片

足で高く跳び上がるときの足」，「のこぎりを引くときの

支え足」，「自転車に乗る側」，「走り幅跳びの踏切り足」，

「走り高跳びの踏切り足」と「ハードノレ走の踏切り足」

が有意に左側優位性を示している』との結果を得てr一

般に諸運動・動作で，左足は力的役割を果たすように主

動的に働いているようであり，左足は支持脚と表現でき

よう』と記述している。麓はアンケート調査を行い，走

り幅跳び，走り高跳び，ケンケンの使用足に関する項目

の集計結果に基づいて力発揮の足を定義している。たし

かに，著者らが第1報で報告したように，踏み切り足を

使用した方が，ジャンプ的な運動成績で良い結果が得ら

れており，「力発揮の足」を使用すると，全身的なジャン

プ運動において優れたパフォーマンス達成が期待できる。

しかし，木村等や麓が，力的役割とか力発揮とかの判断

に用いたのは，全身運動を行う場面での使用足であり，

その脚の筋出力かどうであるかを直接的にとらえた概念

ではないようである。全身的な運動場面においては四肢

のうちの一肢に限定された機能ではなく総体としての機

能が問題となり，身体の各部分がパフォーマンスを高め

るように協力して働いている。身体の他の部分は剛体で

あり膝関節がバネとして働いていると仮定すると，膝関

節の最大出力に優れる側を踏み切り足として選択するこ

とが良い記録に結び付くと考えられる。他の身体部分と

の係わりで必ずしもその様な選択とはなっていないので

あるが，各脚固有の機能的優位性を考慮した使用足決定

は考えられないのであろうか。左右脚が異なる動作を行

い，その結果としてのパフォーマンスが評価される運動

場面においては，それぞれの脚がどの様な機能的特徴を

持つかを明確にし，全身的な運動技術と結び付ける必要

があろう。

　運動場面において好んで使用する足（foot　preference）

をアンケートによって調査し類型化を図ると共に，機能

的な一側優位性との関係を明らかにしていくことが，本

研究の今後の課題であると考える。そして，脚の機能は

全身運動の一部分を受け持つものと考えて，パフォーマ

ンスを総体的な結果としてとらえる場合と，個々の脚に

限定した機能面に焦点を置く場合とに区別して考える必

要があろう。スキノレの要素である正確さを判定する測定

項目や脚パワーの測定項目を取り入れることも本研究の

課題として残された。
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V．まとめ

　大学生112名（男80名，女32名）を対象にボールを投げ

る手，ボーノレを蹴る足，走幅跳の踏切足，走高跳の踏切

足を調査するのと同時に，重心動揺と脚伸展力の測定を

実施した。

1．アンケート調査

　1）ボーノレを投げる手は全員が右であった。

　2）ボーノレを蹴る足は右を使用する者が有意に多かった。

　3）走幅跳の踏切足と走高跳の踏切足は左を便用する者

　　が有意に多かった。

2．重心動揺と脚伸展力

　1）ボールを投げる側と反対側の比較において，男女共，

　　脚伸展力は投げる側，重心動揺は反対側が優れてい

　　た。男女の脚伸展力と女の重心動揺に有意差が認め

　　られた。

　2）ボーノレを蹴る足と非使用足の比較では，男女共，脚
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